























学校が報告する ｢問題行動等調査｣ の結果（認知件数）からは中 1 でいじめが急増する
ように見えますが、児童生徒対象の質問紙調査の結果からは異なる実態が見えてきます。


















































小学４年(2004)	 小学５年(2005)	 小学６年(2006)	 中学１年(2007)	 中学２年(2008)	 中学３年(2009)	 
2004年度小学４年~2007年度中学３年	 
ぜんぜん	 46.5	 45.1	 51.7	 49.8	 53.9	 55.5	 58.9	 60.1	 66.9	 72.7	 77.9	 80.2
今までに１～２回	 23.5	 25.3	 20.6	 23.5	 23.7	 23.0	 20.1	 20.1	 17.8	 15.9	 12.1	 10.7	 
月に２～３回	 13.3	 12.1	 10.6	 10.6	 7.2	 8.4	 6.5	 8.1	 6.5	 4.7	 4.4	 2.7






























小 6 で 3 年間とも 15 日未満の欠席 ( ＝
経験なし ) を除くと、75 〜 80％まで
は休みがちな児童と考えられました。
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